
 

 

 Intusoft社Windows 対応アナログ・デジタル混在回路設計ツール  

Intusoft社は 1985年設立以来、一貫して最先端のアナ

ログ・デジタル混在回路の設計ツールを提供してまい

りました。62カ国 20,000ライセンス出荷の実績を持ち、

Fortune500に含まれる電気、電子の大手企業の 75%に

採用されております。また、Windows 上で動作する

AHDL シミュレータ、OLE2 SPICE3シミュレータ、

SPICEモデル (デュアルゲート MOSFET、IGBT、SC

フィルタ、ニューラルネットワーク、デジタルゲート、

サーマルモデル、レーザ、バキュームチューブ、RFビ

ーズ、IBIS 等)の Intusoft 社が業界で初めて製品化、

サポートした技術は数多くの市場要求に応えてきまし

た。アナログ・デジタル混在回路設計用SPICEシミュ

レータ・ICAP/4 中心とした製品群は洗練されており、

全てのレベルの設計者に満足いただけます。 
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アナログ・デジタル混在回路設計用ツール 

ICAP/4 Windows:高性能/低価格 SPICEシミュレータ 

TestDesigner:アナログ・デジタル混在回路用 

テスト設計・故障解析ツール 

Power Supply Designer  :電源回路設計・解析ツール 

 

 

 

 

モデリング及びモデル作成ツール  

Magnetics Designer  :トランス,インダクタ,コイル設計 

FilterMaster:アクティブ,パッシブ・フィルタ設計 

SPICEMod:SPICEモデル作成ツール 

 

AHDL 製品 

CMSDK :AHDLモデル開発ツール 

SALT :SPICE モデリングインターフェース 



 

 

 Windows 対応アナログ・デジタル混在シミュレータ ICAP/4  

ICAP/4 は、SPICE に基づいた回路設計・解析ツール
です。ICAP/4は、回路入力エディタ、アナログ・シュ
ミレータ、豊富なアナログ・シュミレータ、豊富なア
ナログ・デバイス・ライブラリ、強力なデータ解析ツ
ールを、回路設計環境に統合しています。 
回路設計は、一般に回路の挙動を考えながら進めるた
め、シミュレーションにより回路の挙動を簡単に確認
できる環境が望まれています。ICAP/4では、こうした
インタラクティブな操作が可能なユーザ・インターフ
ェイスを実現しているため、設計中の回路を様々な条
件下でシミュレーションしながら、回路を効率的に理
解し、動作の検証を行うことができます。このツール
を使用することにより、基板デバック、回路の再設計
にかかるコストを最小限におさえることができます。 
アナログシミュレータ ICAP/4は、次の 4つの【モジュ
ール】から構成されています。 
 
【SPICE NET】 
 
（アナログ・ディジタル混在回路入力エディタ） 
アナログ・ディジタル混在回路を入力するための回路
図エディタです。回路入力エディタは、シミュレータ・
エンジン ISSPICE４と直結しており、入力した回路の
SPICEネットリストが出力できます。 

 
【ＰｒｅSPICE】 
 
（デバイス・モデル・ライブラリとその解析ツール）  
製品には標準で 16,000種類、最大オプションで 18,000
種類以上のSPICEモデル・ライブラリが付属していま
す。これらはすべて ASCII ファイルで提供され、ユー
ザは独自のSPICEモデルをライブラリに追加、シミュ
レーションに加えることが可能です。 

【IsSPICE４】（アナログ・シミュレータ） 
 
SPICEベースのシミュレータ・エンジンです。このシ
ミュレータ・エンジンは、他社の SPICEベースのシミ
ュレータと異なり、リアルタイムで波形を表示する機
能や、ブール代数式等との混在シミュレーション、複
数の箇所を同時に解析するマルチ解析やブレークポイ
ント機能をサポートできるように拡張されています。 
 
【IntuScope】（波形解析ツール） 
 

シミュレータ・エンジンから出力された波形を、ユー
ザが見易い形で表示できます。波形の解析、操作、表
示がシミュレーション結果すべてに対して行えます。 
 
 

 
 
 



 

【特  徴】  
 
アナログ・デジタル混在シミュレーション  
ICP/4は、SPICEベースの高速シミュレーションで、
アナログとディジタル混在回路のシミュレーションが
できます。加えて、電気的、物理的、機械的な素子も
シミュレーションに加えることが可能です。  
インタラクティブなユーザ・インターフェイス  
SPICEのネットリスト作成、シミュレーション、波形
表示など、回路設計のすべての過程を、図面上からイ
ンタラクティブに呼び出すことができます。  
 
32ビット・ソフトウェア  
32 ビット・ソフトウェアとして設計されているため、
大きな回路を長時間シミュレーションにかけることが
できます。  
 
インタラクティブ・シミュレーション・コントロール  
 
ブローブ機能  
回路上にブローブをセットし、ボルテージ表示、波形
表示をポップアップ・ウインドウで表示することが可
能です。  
 
リアルタイム波形表示機能  
シミュレーション・エンジン IsSPICE4 は、一般の
SPICE系プログラムとは異なり、多くの情報をユーザ
に提供します。各ノードのポルテージ、各コンポーネ
ントのパラメータ等を、シミュレーション実行中でも
表示することが可能です。また、他の条件でのシミュ
レーション結果も別のウインドウに表示されるので、
条件変更の影響を確認しながらシミュレーションが進
められます 
シミュレーションのスタート、ステップ、ポーズ、ス
トップなどは必要に応じて指定できます。プログラム
やネットリストの再読み込みを行わなくても、シミュ
レーションのパラメータを変更することが可能です。  
 
ＩＣＬ (Interactive Command Language) 
シュミレーションにおいてブレーク・ポイントを設定
できるためユーザが指定した条件でシミュレーション
を一時中断することができます。  
 
インタラクティブ測定  
シミュレーション中に、ＢＪＴ Ｖｂｅ、ＦＥＴ ｇｍ
など１５０種類以上のデバイスパラメータをモニタリ
ングすることが可能です。  
 
SPICE互換性  
ICAP/4 のシミュレーション・エンジン IsSPICE4 は、
Berkeley SPICE２または３と互換性があります。従っ
て、これらのバージョンと互換性のある回路データは、
変更せずシミュレーションできます。  
 

豊富なデバイス・モデル  
ICAP/4はDiode、BJT、JFET、MOSFETなど 8,000
種以上のアナログ・デバイス・モデルを備えています。 
 
【ICAP/4 オプション製品】  
 
ICAP/4 Windows Power Deluxは電源設計に必要なモ
デルライブラリが付加されております。 
AC、DC、トランジェント解析が可能な PWM(Pulse 
Width Modulation)、ノンリニア、マグネティックコア、
トランス、パワーMOSFET,モータコントローラ、レギ
ュレータ等のモデルが含まれております。 
スタートアップ・トラジェントのような大電力信号、
モデルのステップロード・レスポンス、ストレスの解
析が可能です。リニア及びノンリニアのマグネティッ
クを含む回路特性の比較ができますす。トランス、コ
ンバータ、フィルタ、コントローラ等の異なる設計ア
プローチの調査を可能にします。 
 
ICAP/4 Windows RF Delux には 600種類を超えるRF
バイポーラトランジスタ、RF ビーズ、PIN ダイオード、 
MMIC、JFET、パワーMOSFET、GaAS MESFET、
カプラ等のモデルが含まれております。 
 
AHDL シミュレーションモデル作成ツールＣＭＳＤＫ 
アナログ・シミュレータを使った回路図を作成する上
での重要な問題として、研究やプロトタイプで開発し
たカスタム・アナログ・デバイスのシミュレーション・
モデルをどのように用意するかという問題があります。
CMSDK(Code Model Software Development Kit は、
マイクロソフト社の Visual C++を利用して、デバイス
のシミュレーションモデルを作成するツールです。完
成したモデルは、個別にテストツールでテストし、DLL
（ダイナミック・リンク・ライブラリ）形式で、ICAP/4 
Windows とリンクさせることができます。この画期的
なツールにより、どのようなカスタム・アナログ・パ
ーツでもシミュレーションに含めることが可能になり
ました。 
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 SPICEモデル作成ツール SpiceMod  
 
SpiceModはパーツデータシートから与えられる定数
を基に、その素子のSpiceモデルを容易に作成するツー
ルです。主に半導体素子で提供されるダイオード、バ
イポーラトランジスタ、MOSFET、SCR、IGBTなどの
モデルを作成できます。素子によってはサブ回路定義
で表現するものもあります。また、ユーザー側で入力
数値を変更することでよりリアルな特性のモデルを実
現できます。ICAP/4 へモデルを登録し特性曲線の確認
や実際の設計回路へと応用することが出来ます。

SpiceModを使ってモデルをSpiceNet(Intusoft社 

 
製回路図エディタ)に登録するまでの手順をご説明致
します。 
 
１．SpiceModにて新しいモデルの作成 
 
① DOSプロンプトを英語版に変えます。 

C:¥>USと入力して下さい。 
（日本語版DOSに戻す場合はC:＼>jpと入力します。） 

 
 
②DOSプロンプトからSpiceModを起動しメインメニ
ュー画面で作成するデバイスを選択します。 

 
③←↑↓→カーソルで目的の素子を選択しリターンで
パラメータ入力画面に移ります。モデル名と各パラ

メータを新規で入力して下さい。図の例はダイオー
ドモデルの場合ですが、モデル1N4148のデータシー
トから特性となる定数（IF, IM, VM, IL …. Trr）を
入力し、Tabキー及びF2を押すとパネルの下部にモ
デルファイルを抽出します。 

 

 
 



 

④パラメータ入力が終了したら”F5キー”を押して下
さい。モデルを保存するライブラリファイル（.lib）の
名前を登録します。名前を登録し”Escキー”を押すと
先ほどのパラメータ入力画面に戻りますのでそちらで
もう一度”Escキー”を押して下さい。名前をつけたラ
イブラリファイルにモデルをSaveするかどうか確認す

るメッセージが表示されますので”Yes”を選択し”
Enterキー”を押して下さい。 
 
⑤以上の手順が終了すると”Spice8”フォルダの”sm”
フォルダ内に新規で作成したモデルライブラリ
が.libファイルとして登録されます。 

 

 
 
2.SpiceNetに登録 
 
①新規に作成したモデルが保存されている.libファイ
ルを”sm”フォルダ内から”pr”(通常は
C:¥spice8¥pr)フォルダに移動して下さい。 

 
②次にMakeDBをスタートプログラムメニューから起
動し”Edit Library”から作成した.libファイルを
Openします。Openするとモデルの名前やパラメータ
等が”Parts Browser Information”に 
表示されます。これらはすべてSpiceModで入力した
値です。 

 
③次に*SYMをクリックして下さい。 
ここにはSpiceNetにパーツとして配置するた 
 

 

 
 
 
めのパーツ名を入力します。はじめは空欄ですので
名前を登録し、ApplyボタンをクリックしてSaveし
て下さい。 

 
④最後にCompileボタンをクリックして終了です。（こ
のCompileの作業は”pr”フォルダ内に含まれている
すべての.libファイルに対して行います。） 
以上の手順で新規で作成したモデルをパーツとして 
登録することが出き、ICAP/４上で扱えます。 

 
＊入力のパラメータは、主にデータシートから得られ
ますが、その他に半導体デバイスシミュレータ等か
らも抽出できます。また、温度や歩留まりの変化な
どでのワーストケース、ベストケース等に分けてセ
ーブすることができます。 

 



 

 

 アナログ・デジタル混在回路テストツール Test Designer  
 

Intusoft社製 Test Designer™はデジアナ混在信号や回
路の故障解析、テストプログラムの開発に威力を発揮
する製品です。 
Test Designer はフロントエンドツールで、多種多様な
テスト機器向けにFault Dictionary とテスト手順情報
を作成します。これらの機能は回路シミュレーション
を使用します。Test Designer は Intusoft社の
Unparallel -SPICEテクノロジを基に構築されており、
さらに故障解析、ストレス解析、製品受入テスト、故
障診断に SPICEをベースとした ICAP/4 Windows™が
解析エンジンとして組み込まれています。 
 
【テストプログラムデザイン】 
 
Test Designer は各回路でのノードの測定値(DC電圧、
RMS, P-P, 最大値、立上がり時間、周波数、etc)をユ
ーザが定めたスティミュラスに自動的に記録すること
ができます。Test Designer はモンテカルロ法を使用し
てそれぞれのテスト結果の予測値を計算し、設計者に
対して妥当な PASS/FAIL基準作成の手助けをします。 

 
【スティミュラス選択】 
 
ユーザは様々な電圧、電流波形を設定することができ
ます。また事前に定義されている広範囲の電圧、電流
スティミュラスから選びだすことも可能です。 
 
 
 

【PASS/FAIL基準定義】 
 
ユーザが最初テスト対象製品に対してテストパラメー
タを確立すると、PASS/FAIL範囲が割り当てられます。
これらのPASS/FAIL範囲の数値は固定されたものと
なります。またユーザがTest Designerを利用してコン
ポーネントのばらつきを考慮したテストパラメータの
期待値の範囲を計算し表示させることができます。ユ
ーザはユニークな機能である [Expand Pass]を使用
して PASS/FAIL の上限・下限を環境の変化やテスト条
件の変化により変更させることができます。 
 

 
【テスト検出、認識】 
 
それぞれのテスト定義（パラメータ、スティミュラス、
PASS/FAIL 基準）においてTest Designer は許容範囲
を超えた、またはストレスに関する条件[Stress 
Alarm]に当てはまるすべての故障個所を認識します。 
 
【故障検出レポート】 
 
Test Designer は下記をレポートします。 
・ 個別テストで検出された故障個所 
・ 個々のテストで検出された選択された故障個所 
（マルチ故障解析の場合） 
・ すべてのテストで検出された故障個所 
・ 検出されなかった故障個所 
・ 故障検出率と Ambiguity Groupサイズ 
 
【故障個所と結果の解析】 
 
Test Designer は正常に動いている回路と故障が発生
している回路両方の、一部またはすべてのデフォルト
とユーザ定義の故障個所を表示します。 



 

 

 

 
【テストシンセシスと手順】 
 
Test Designer は徹底的なシミュレーションを行って
Fault Dictionaryをコンパイルします。次にテストの
品質により分類されているテストリストを作成するた
めに結果を利用します。ユーザは手動または自動でテ
ストツリーの中にテストを手順化することができます。
Ambiguity Groupの結果に添ったそれぞれのテストの
ために完全なテスト説明書（許容範囲、プローブ個所、

etc）が作成されます。最終結果はユーザのテスタで使
用される ATE pseudo-codeになります。 
 
Test Designer はテストプログラム開発の効率を先例
のないほど大幅に改善させます。ユーザが製品開発エ
ンジニアあるいはテストエンジニアであればテスト開
発を行う際に Test Designer はコスト削減、開発期間短
縮、生産性向上に絶大な効果を発揮します。 
 
【製品構成】 
Test Designer は次の製品から構成されています。必要
な製品、機能はすべてパッケージに入っており、追加
購入の必要はありません。 
 
1.ICAP/4Window(回路図入力、IsSpice4 Spiceシミュ
レータ、Waveformアナライザ) 

2.モデルライブラリ (18,000+、SPICE モデル) 
3.自動故障解析、SpiceFarm™ 
4.自動設計バリデーション、計測、 
5.Fault Dictionary 
5. テストシーケンス生成 
6. テスト結果、 ATE Pseudo-code のレポート 

Test Designer Test Designer プロセスフロープロセスフロー
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トランス・インダクタ・コイル設計・解析ツール Magnetics Designer  
 
米国 Intusoft社が開発したMagnetics Designer は、今
日の電源や電子機器の重要な部分であるトランスやイ
ンダクタ、コイルを素早く、容易に設計するソフトウ
ェアです。このツールにより周波数範囲が 10Hz から
5MHzまでのトランスやインダクタを設計、解析する
ことができます。 
 
Magnetics Designer にて電気的な設計仕様に基づいた
トランスやインダクタを設計することができます。デ
ータベースには 7,000 種のコア、多種類のマテリアル
とワイヤが含まれており、設計に必要とされる情報が
すべて用意されています。このデータベースはマイク
ロソフト社 Excelのスプレッドシートで作られていま
すのでユーザ独自のコア、ワイヤ、マテリアルを追加
することができます。 
 
Magnetics Designer は独自のアルゴリズムを持ち、最
少のコアサイズと指定温度上昇範囲内で、パワー損失
が最少になる最適なコア、巻き数、ワイヤサイズを決
定します。さらにプログラムは磁力、リークインダク
タンス、巻線容量、磁束密度の最大値、DC/AC巻線抵
抗、銅損失、コア損失、重量、温度上昇、要求仕様達
成度などを予測します。 
 
【Magnetics designer version 4.0】 
 
Magnetics Designer Version4.0には新しい機能が盛り
込まれています。主な機能拡張では巻線の断面と巻線
構造を表示するBobbin Tabが取り扱えるようになり
ました。新しい FEAアルゴリズムにより磁界マップを
生成し、コアのFluxの状態を表示することができます。
この FEAソリューションにより AC抵抗がより正確に
計算できるようになりました。 

 
 

【主な機能と特徴】 
 
CORE Selection Screen  
CORE Selection Screenでは豊富なコアの中から希望
するコアを選択します。このデータベースはユーザに
より拡張可能なので、ユーザ独自のコア、ワイヤ、マ
テリアル情報を追加することができます。コア製造会
社・販売会社を中心に、ワイヤ販売会社、トランス製
造会社についても登録されています。リストにはユー
ザが必要なベンダの追加も行うことができます。 
 

 
 
TRANSFORMERScreen  
TRANSFORMERScreen では、Magnetics Designer
の強力なアルゴリズムにより 20以上の設計パラメー
タから数千種ものオプティマイズを行ない、最適な設
計情報を作成します。 
 
 

 
 
 
 



 

SPICE Model Screen  
Magnetics Designerは、トランスやインダクタを設計
するとバークレイSPICEモデルを作ります。SPICEモ
デルにはAC/DC抵抗、周波数依存損失、リークインダ
クタンス、巻線容量が含まれます。 
Intusoft(Spice Net)またはOrCAD(Capture)の回路図
シンボルが生成されますのでユーザはすぐにシミュレ
ーションに取りかかることができます。 
 

 

Magnetics Designerはカスタマイズすることができま
す。Use Buttonの実行内容をユーザが独自に設定でき
るので、操作性をさらに向上させることができます。 
 
Magnetics Designer には多くのユニークな特徴が有り、
トランスやインダクタンスの設計に使用した全てのプ
ログラム、履歴をそれぞれ別々に取り扱うことができ
ます。 
また磁性材料や構成の詳細を記述した”winding sheet”
ファイルを作成し、このファイルは製造部門へE-Mail
で転送することもできます。 

 
CORE DATABASE のMaterial Sheetに記入するパラメータ一覧表 

 
 Vendor :コアベンダ 

 Material:コア製品名 

 Mu max :透磁率 

 Br:残留磁束密度(Gauss) 

 B sat :飽和磁束密度(Gauss) 

 B1/Bmax :最大磁束密度(Gauss) 

 MPL :コアの長さ(cm) 

 Ac :コアとして有効な部分の断面積(cm2) 

 Core Wt :コア重量(g) 

 Ac min :最小コアエリア(cm2) 

 Min gap :最小コアギャップ(cm) 

 ID :ボビン内径(cm) 

 Hw :ボビンの高さ(cm) 

 Lw :ボビンの長さ(cm) 

 As :表面のエリア(cm2) 

 MLT :一回当たりの巻き線長さ(cm) 

 Cost :コスト 

 Ap :コアとして有効な部分のエリア(cm2) 

 Vol :コア体積(cm3) 

 n :AC抵抗パラメータ 

 Kp:コア損失(Watt-secm/cm2Gaussn) 

 m :コア損失指数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 電源回路設計・解析ツール Power Supply Designer  

 

Power Supply Designer は Magnetics Designer、

ICAP/4、電源用モデル等を統合し、あらゆる電源回路

設計・解析が行えるバンドル製品です。価格的にも構

成製品を個々に購入されるより大変お得になっており

ます。 

 

特徴 

・回路図入力、SPICE シミュレータ、波形解析 

・回路図上の任意の個所で波形観測 

・17,000 種類の電源回路及びアナログ、デジタル

SPICEモデルライブラリ 

 

PWM,ノンリニア・マグネティックコア、トランス、

パワーMOSFET、モーターコントローラ、 

レギュレータ 

・PWMに必要なプロパゲーションディレイ、スイッチ

ングスピード、ドライブ能力、 

最大デューティサイクル/電流制限等を網羅した本

格的モデルライブラリ 

・ Magnetics Designer で作成したトランス、インダク

タ、コイルの SPICEモデルをインポートし設計、シ

ミュレーション可能 

 
 
＊全製品のデモ CDを用意しております。下記までお気軽にお問合せください。 

                     

株式会社アイヴィス 
〒240-0005 横浜市保土ヶ谷区神戸町134   横浜ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｸ ｲｰｽﾄﾀﾜｰ 11F 

TEL:(045)332-5381(代)   FAX:(045)332-5391  http://www.i-vis.co.jp  email: info@ i-vis.co.jp 


